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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月4日(2011.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０９１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０９１１】
均等
　上記の実施例は、本発明を説明する目的で記載したものであり、本発明の範囲を何ら限
定するものではない。上記に記載し、また、実施例で示す本発明の特定の実施態様に対し
て、本発明の原理から逸脱することなく、多くの改変および変更をなし得ることは容易に
明らかである。このような改変および変更は総て本願に含まれるものとする。
　また、本発明によれば以下の発明が提供される。
（１）疼痛の治療用の薬剤を製造するための化合物の使用であり、当該化合物が、式（Ｖ
Ｉ）の化合物またはその塩、溶媒和物、互変異性体もしくはＮ－オキシドである使用：
【化１４９】

［式中、二環式基
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【化１５０】

は、構造Ｃ１、Ｃ５およびＣ６
【化１５１】

から選ばれ、
式中、ｎは、０、１、２または３であり；
Ｒ１は、ヒドロキシまたは水素であり；
Ｒ２ａは、ヒドロキシまたはメトキシ（好ましくは、ヒドロキシ）であり（ただし、Ｒ１

およびＲ２ａの少なくとも一方はヒドロキシである）；
Ｒ３は、水素；ハロゲン；シアノ；Ｃ１－５ヒドロカルビルおよびＣ１－５ヒドロカルビ
ルオキシから選ばれ；ここで、Ｃ１－５ヒドロカルビルおよびＣ１－５ヒドロカルビルオ
キシ部分はそれぞれ場合によりヒドロキシ、ハロゲン、Ｃ１－２アルコキシ、アミノ、モ
ノ－およびジ－Ｃ１－２アルキルアミノ、ならびに５～１２環員のアリールおよびヘテロ
アリール基から選ばれる１種以上の置換基により置換されており；
Ｒ４ａは、水素、フッ素、塩素およびメトキシから選ばれ；
Ｒ８は、水素およびフッ素から選ばれ；かつ
Ｒ１０は、
ハロゲン；
ヒドロキシ；
トリフルオロメチル；
シアノ；
ニトロ；
カルボキシ；
アミノ；
モノ－またはジ－Ｃ１－４ヒドロカルビルアミノ；
３～１２環員を有する炭素環式基および複素環式基；ならびに
基Ｒａ－Ｒｂから選ばれ、ここで、
Ｒａは、結合、Ｏ、ＣＯ、Ｘ１Ｃ（Ｘ２）、Ｃ（Ｘ２）Ｘ１、Ｘ１Ｃ（Ｘ２）Ｘ１、Ｓ、
ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲｃ、ＳＯ２ＮＲｃまたはＮＲｃＳＯ２であり；かつ
Ｒｂは、水素；３～１２環員を有する炭素環式基および複素環式基；ならびにヒドロキシ
、オキソ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、カルボキシ、アミノ、モノ－またはジ－Ｃ１－８

非芳香族ヒドロカルビルアミノ（例えば、モノ－またはジ－Ｃ１－４ヒドロカルビルアミ
ノ）、および３～１２環員を有する炭素環式基および複素環式基から選ばれる１種以上の
置換基により場合により置換されているＣ１－１２ヒドロカルビル（Ｃ１－１０ヒドロカ
ルビルなど）から選ばれ、ここでＣ１－１２ヒドロカルビル基（またはＣ１－１０ヒドロ
カルビル基）の１個以上の炭素原子はＯ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲｃ、Ｘ１Ｃ（Ｘ２）、
Ｃ（Ｘ２）Ｘ１またはＸ１Ｃ（Ｘ２）Ｘ１により場合により置換されていてもよく；
Ｒｃは、Ｒｂ、水素およびＣ１－４ヒドロカルビルから選ばれ；かつ
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Ｘ１は、Ｏ、ＳまたはＮＲｃであり、Ｘ２は、＝Ｏ、＝Ｓまたは＝ＮＲｃである］。
（２）Ｒ１およびＲ２ａがともにヒドロキシである、（１）に記載の使用。
（３）Ｒ３が水素、塩素、Ｃ１－５ヒドロカルビルおよびＣ１－５ヒドロカルビルオキシ
から選ばれる、（１）または（２）に記載の使用。
（４）Ｒ３が水素、Ｃ１－５アルキル、Ｃ２－５アルケニルおよびＣ３－４シクロアルキ
ル基、好ましくは、第二級アルキルおよびアルケニル基（イソプロピル、ｓｅｃ－ブチル
、ｔｅｒｔ－ブチル、１，２－ジメチルアリルおよび１，２－ジメチルプロピルなど）、
またはシクロアルキル基（シクロプロピルなど）から選ばれる、（３）に記載の使用。
（５）Ｒ３が水素、イソプロピルおよびｔｅｒｔ－ブチルから選ばれる、（４）に記載の
使用。
（６）Ｒ４が水素である、（１）～（５）のいずれかに記載の使用。
（７）Ｒ８が水素である、（１）～（６）のいずれかに記載の使用。
（８）Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ｒ４およびＲ８が、表１の構造Ａ５、Ａ７、Ａ１１、Ａ１３
、Ａ１４、Ａ１５、Ａ１６、Ａ１７およびＡ１８のいずれか１つで示される通りであり、
より好ましくは、構造Ａ５、Ａ７、Ａ１３、Ａ１４、Ａ１５およびＡ１７のいずれか１つ
で示される通りである、（１）～（７）のいずれかに記載の使用。
（９）Ｒ１０が、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノおよび基Ｒａ－Ｒｂ（ここで、Ｒａは結
合、Ｏ、ＣＯ、Ｃ（Ｏ）Ｏ、Ｃ（Ｏ）ＮＲｃ、ＮＲｃＣ（Ｏ）、ＮＲｃＣ（Ｏ）Ｏ、ＮＲ
ｃ、ＳＯ、ＳＯ２、ＳＯＮＲｃおよびＳＯ２ＮＲｃから選ばれ、Ｒｂは水素；５または６
環員を有する炭素環式基および複素環式基；ならびにヒドロキシ、オキソ、アミノ、モノ
－またはジ－Ｃ１－８非芳香族ヒドロカルビルアミノ（例えば、モノ－またはジ－Ｃ１－

４ヒドロカルビルアミノ）、カルボキシ、および３～７環員を有する炭素環式基および複
素環式基から選ばれる１種以上の置換基により場合により置換されているＣ１－１０ヒド
ロカルビル（例えば、Ｃ１－８アルキルまたはＣ３－７シクロアルキルなどのＣ１－８ヒ
ドロカルビル）から選ばれ、ここで、Ｃ１－８ヒドロカルビル基の１個以上の炭素原子は
Ｏ、Ｓ、Ｃ（Ｏ）Ｏ、Ｃ（Ｏ）ＮＲｃまたはＮＲｃにより場合により置換されていてもよ
い）からなる群のＲ１０ａから選ばれる、（１）～（８）のいずれかに記載の使用。
（１０）Ｒ１０が、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノおよび基Ｒａ－Ｒｂ（ここで、Ｒａは
結合、Ｏ、ＣＯ、Ｃ（Ｏ）Ｏ、Ｃ（Ｏ）ＮＲｃ、ＮＲｃＣ（Ｏ）、ＮＲｃＣ（Ｏ）Ｏ、Ｎ
Ｒｃ、ＳＯ、ＳＯ２、ＳＯＮＲｃ、およびＳＯ２ＮＲｃから選ばれ、Ｒｂは水素；５また
は６環員を有する炭素環式基および複素環式基；ならびにヒドロキシ、オキソ、アミノ、
モノ－またはジ－Ｃ１－８非芳香族ヒドロカルビルアミノ、カルボキシ、および３～７環
員を有する炭素環式基および複素環式基から選ばれる１種以上の置換基により場合により
置換されている非芳香族Ｃ１－１０ヒドロカルビルから選ばれ、ここで、Ｃ１－８ヒドロ
カルビル基の１個以上の炭素原子はＯ、Ｓ、Ｃ（Ｏ）Ｏ、ＮＲｃＣ（Ｏ）、Ｃ（Ｏ）ＮＲ
ｃまたはＮＲｃにより場合により置換されていてもよい）からなる群のＲ１０ａａから選
ばれる、（９）に記載の使用。
（１１）ｎが０、１または２であり、かつ、Ｒ１０ａａがフッ素、塩素、ヒドロキシ、ア
ミノおよび基Ｒａ－Ｒｂから選ばれ、
Ｒａが、結合、Ｏ、ＣＯ、Ｃ（Ｏ）ＮＲｃ、ＮＲｃＣ（Ｏ）、ＮＲｃＣ（Ｏ）ＯおよびＮ
Ｒｃから選ばれ、
Ｒｂが、
水素；
５または６環員を有し、Ｏ、ＮおよびＳから選ばれる０、１または２個のヘテロ原子を含
む炭素環式基および複素環式基；
ヒドロキシ、オキソ、アミノ、モノ－またはジ－Ｃ１－８非芳香族ヒドロカルビルアミノ
、カルボキシ、および３～７環員を有し、Ｏ、ＮおよびＳから選ばれる０、１または２個
のヘテロ原子を含む炭素環式基および複素環式基から選ばれる１種以上の置換基により場
合により置換されている非芳香族Ｃ１－１０ヒドロカルビル（ここで、Ｃ１－８ヒドロカ
ルビル基の１個以上の炭素原子は、Ｏ、Ｓ、Ｃ（Ｏ）Ｏ、ＮＲｃＣ（Ｏ）、Ｃ（Ｏ）ＮＲ
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ｃまたはＮＲｃにより場合により置換されていてもよい）
から選ばれる、（１０）に記載の使用。
（１２）Ｒｂが、５または６環員を有し、Ｏ、ＮおよびＳから選ばれる０、１または２個
のヘテロ原子を含む、場合により置換されている非芳香族炭素環式基および複素環式基で
ある、（１１）に記載の使用。
（１３）Ｒ１０が、ハロゲン、ＯＨ、ＮＨ２、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ２ＮＨ２、Ｏ－Ｃ１－６

－アルキル、ＮＨ－Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、Ｃ３－７シクロアル
キル、ヘテロシクリル、Ｏ－ヘテロアリール、Ｏ－Ｃ３－７シクロアルキル、Ｏ－ヘテロ
シクロアルキル、Ｃ（＝Ｏ）Ｃ１－６アルキル、Ｃ（＝Ｏ）ＯＣ１－６アルキル、Ｃ（＝
Ｏ）ＮＨ２、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＣ１－６アルキル、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、
ＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、ＮＣ（＝Ｏ）Ｃ１－６アルキル
、Ｃ６アリール、ＯＣ６アリール、Ｃ（＝Ｏ）Ｃ６アリール、Ｃ（＝Ｏ）ＯＣ６アリール
、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＣ６アリール、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ６アリール）２、
ＮＨ（Ｃ６アリール）、Ｎ（Ｃ６アリール）２、ＮＣ（＝Ｏ）Ｃ６アリール、Ｃ５－６ヘ
テロシクリル、ＯＣ５－６ヘテロシクリル、Ｃ（＝Ｏ）Ｃ５－６ヘテロシクリル、Ｃ（＝
Ｏ）ＯＣ５－６ヘテロシクリル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＣ５－６ヘテロシクリル、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｃ５－６ヘテロシクリル）２、ＮＨ（Ｃ５－６ヘテロシクリル）、Ｎ（Ｃ５－６ヘテロ
シクリル）２、ＮＣ（＝Ｏ）Ｃ５－６ヘテロシクリル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＣ１－６アルキル
、Ｃ５－６アリール、Ｓ（＝Ｏ）Ｃ１－６アルキル、Ｓ（＝Ｏ）Ｎ－Ｃ１－６アルキルお
よびＳＯ２Ｎ－Ｃ１－６アルキル；ならびに基［ｓｏｌ］、ＣＨ２［ｓｏｌ］、またはＯ
ＣＨ２ＣＨ２［ｓｏｌ］からなる群のＲ１０ｂから選ばれ、ここで［ｓｏｌ］は以下の基
：
【化１５２】

から選ばれ、（ｉ）Ｒ１０ｂは場合によりさらに基ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２［ｓｏｌ］から
選ばれ、かつ／または（ｉｉ）［ｓｏｌ］はさらにＮＨＲ１１（ここで、Ｒ１１はＣＯＲ
１２またはＲ１２であり、Ｒ１２はＣ１－４アルキル、アリールまたはアリール－Ｃ１－

４アルキルである）から選ばれる、（１）～（８）のいずれかに記載の使用。
（１４）Ｒ１０が基Ｒ１０ｃから選ばれ、Ｒ１０ｃは基［ｓｏｌ］、ＣＨ２［ｓｏｌ］ま
たはＯＣＨ２ＣＨ２［ｓｏｌ］であり、ここで［ｓｏｌ］は以下の基：
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【化１５３】

から選ばれる、（１）～（８）のいずれかに記載の使用。
（１５）Ｒ１０が、
ハロゲン；
ＣＯ２Ｒ１４（ここで、Ｒ１４は水素またはＣ１－６アルキルである）；
ヒドロキシもしくはＣ１－２アルコキシにより場合により置換されているＣ１－４アルキ
ル；
ヒドロキシもしくはＣ１－２アルコキシにより場合により置換されているＣ１－４アルコ
キシ；または
基［ｓｏｌ］、ＣＨ２［ｓｏｌ］、Ｃ（Ｏ）［ｓｏｌ］、ＯＣＨ２ＣＨ２［ｓｏｌ］もし
くはＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２［ｓｏｌ］
からなる群のＲ１０ｃｃから選ばれ、ここで［ｓｏｌ］は以下の基：
【化１５４】
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から選ばれ、Ｘ４はＮＨまたはＯであり、ｍは０または１であり、ｎは１、２または３で
あり、Ｒ１１は水素、ＣＯＲ１２、Ｃ（Ｏ）ＯＲ１２またはＲ１２であり；Ｒ１２はＣ１

－６アルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、アリール、アリール－Ｃ１－６アルキルまたは
ＣＨ２Ｒ１５であり；かつ、Ｒ１５は水素、Ｃ１－６アルキル、Ｃ３－６シクロアルキル
、ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル、ピペリジン、Ｎ－Ｃ１－６アルキルピペラジン、ピペ
ラジン、モルホリン、ＣＯＲ１３またはＣ（Ｏ）ＯＲ１３から選ばれ；かつ、Ｒ１３はＣ

１－６アルキルである、（１）～（８）のいずれかに記載の使用。
（１６）Ｒ３が、エチル、ならびに３～６個の炭素原子の第二級および第三級アルキル基
からなる群のＲ３ｄから選ばれる（ただしＲ１およびＲ２がともにヒドロキシである場合
、Ｒ３ｄはさらに水素からも選ばれ得る）、（１）～（１５）のいずれかに記載の使用。
（１７）前記第二級および第三級アルキル基がイソプロピルおよびｔｅｒｔ－ブチルから
選ばれる、（１６）に記載の使用。
（１８）前記化合物が、式（ＶＩＩ）：

【化１５５】

［式中、Ｒ１、Ｒ２ａ、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ８およびＲ１０ｂは（１）～（１７）のいずれ
かと同義であり、ｎは０、１、２または３（より好ましくは、０、１または２、例えば、
０または１）である（ただしＲ１およびＲ２ａの少なくとも一方はヒドロキシである）］
で表される、（１）～（１７）のいずれかに記載の使用。
（１９）Ｒ１がヒドロキシである、（１８）に記載の使用。
（２０）下記式（ＶＩＩａ）の（１）に記載の使用。
【化１５６】

［式中、Ｒ３は、水素、ハロゲン、Ｃ１－５アルキル、Ｃ２－５アルケニルおよびＣ３－

４シクロアルキル基から選ばれ；Ｒ４ａは、水素、フッ素、塩素およびメトキシから選ば
れ；Ｒ８は水素またはフッ素であり；ｎは０、１、２または３であり；
Ｒ１０はハロゲン、ヒドロキシ、トリフルオロメチル、シアノ、ニトロ、カルボキシ、ア
ミノ、モノ－またはジ－Ｃ１－４ヒドロカルビルアミノ、３～１２環員を有する炭素環式
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基および複素環式基；基Ｒａ－Ｒｂから選ばれ、ここでＲａは、結合、Ｏ、ＣＯ、Ｘ１Ｃ
（Ｘ２）、Ｃ（Ｘ２）Ｘ１、Ｘ１Ｃ（Ｘ２）Ｘ１、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲｃ、ＳＯ２Ｎ
ＲｃまたはＮＲｃＳＯ２であり；かつ、Ｒｂは、水素；３～１２環員を有する炭素環式基
および複素環式基；ならびにヒドロキシ、オキソ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、カルボキ
シ、アミノ、モノ－またはジ－Ｃ１－８非芳香族ヒドロカルビルアミノ（例えば、モノ－
またはジ－Ｃ１－４ヒドロカルビルアミノ）、および３～１２環員を有する炭素環式基お
よび複素環式基から選ばれる１種以上の置換基により場合により置換されているＣ１－１

２ヒドロカルビル基（Ｃ１－１０ヒドロカルビル基など）から選ばれ、ここでＣ１－１２

ヒドロカルビル基（またはＣ１－１０ヒドロカルビル基）の１個以上の炭素原子はＯ、Ｓ
、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲｃ、Ｘ１Ｃ（Ｘ２）、Ｃ（Ｘ２）Ｘ１またはＸ１Ｃ（Ｘ２）Ｘ１に
より場合により置換されていてもよく；
Ｒｃは、Ｒｂ、水素およびＣ１－４ヒドロカルビルから選ばれ；かつ
Ｘ１は、Ｏ、ＳまたはＮＲｃであり、Ｘ２は、＝Ｏ、＝Ｓまたは＝ＮＲｃである］
（２１）Ｒ１０が、（１）～（２０）のいずれかに定義される基Ｒ１０ａまたはＲ１０ａ

ａまたはＲ１０ｂまたはＲ１０ｃまたはＲ１０ｃｃである、（２０）に記載の使用。
（２２）下記式（ＶＩＩｂ）で表される、（２１）に記載の使用。
【化１５７】

［式中、Ｒ３は水素、ハロゲン、Ｃ１－５アルキル、Ｃ２－５アルケニルおよびＣ３－４

シクロアルキル基から選ばれ；Ｒ４ａは水素、フッ素、塩素およびメトキシから選ばれ；
Ｒ８は水素またはフッ素であり；ｎは０、１、２または３であり；かつ、Ｒ１０ｃｃは、
ハロゲン；
ＣＯ２Ｒ１４（ここで、Ｒ１４は水素またはＣ１－６アルキルである）；
ヒドロキシまたはＣ１－２アルコキシにより場合により置換されているＣ１－４アルキル
；
ヒドロキシまたはＣ１－２アルコキシにより場合により置換されているＣ１－４アルコキ
シ；または
基［ｓｏｌ］、ＣＨ２［ｓｏｌ］、Ｃ（Ｏ）［ｓｏｌ］、ＯＣＨ２ＣＨ２［ｓｏｌ］もし
くはＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２［ｓｏｌ］から選ばれ、ここで［ｓｏｌ］は、以下の基：
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【化１５８】

（ここで、Ｘ４はＮＨまたはＯであり、ｍは０または１であり、ｎは１、２または３であ
り、Ｒ１１は水素、ＣＯＲ１２、Ｃ（Ｏ）ＯＲ１２またはＲ１２であり；Ｒ１２はＣ１－

６アルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、アリール、アリール－Ｃ１－６アルキルまたはＣ
Ｈ２Ｒ１５であり；かつ、Ｒ１５は水素、Ｃ１－６アルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル、ピペリジン、Ｎ－Ｃ１－６アルキルピペラジン、ピペラ
ジン、モルホリン、ＣＯＲ１３またはＣ（Ｏ）ＯＲ１３から選ばれ；かつ、Ｒ１３はＣ１

－６アルキルである）から選ばれる］
（２３）Ｒ８が水素である、（９）～（２２）のいずれかに記載の使用。
（２４）Ｒ４ａが水素である、（９）～（２３）のいずれかに記載の使用。
（２５）Ｒ３がハロゲン、Ｃ１－５アルキル、Ｃ２－５アルケニルおよびＣ３－４シクロ
アルキル基から選ばれる、（１８）～（２４）のいずれかに記載の使用。
（２６）Ｒ３が塩素、臭素、シクロプロピルおよび分枝Ｃ３－５アルキルから選ばれる、
（１８）～（２４）のいずれかに記載の使用。
（２７）Ｒ３がイソプロピルまたはｔｅｒｔ－ブチルである、（２６）に記載の使用。
（２８）Ｒ３がイソプロピルである、（２７）に記載の使用。
（２９）ｎが１または２であり、かつ、Ｒ１０が、
基［ｓｏｌ］またはＣＨ２［ｓｏｌ］（ここで［ｓｏｌ］は、以下の基：
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【化１５９】

［式中、Ｘ４はＮＨまたはＯであり、ｍは０または１であり、ｎは１、２または３であり
、Ｒ１１は水素、ＣＯＲ１２、Ｃ（Ｏ）ＯＲ１２またはＲ１２であり；Ｒ１２はＣ１－６

アルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、アリール、アリール－Ｃ１－６アルキルまたはＣＨ

２Ｒ１５であり；かつ、Ｒ１５は水素、Ｃ１－６アルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、ヒ
ドロキシ－Ｃ１－６アルキル、ピペリジン、Ｎ－Ｃ１－６アルキルピペラジン、ピペラジ
ン、モルホリン、ＣＯＲ１３またはＣ（Ｏ）ＯＲ１３から選ばれ、かつＲ１３はＣ１－６

アルキルである］から選ばれる）からなる群のＲ１０ｃｃｃから選ばれる、（１）～（２
８）のいずれかに記載の使用。
（３０）ｎが１、２または３である、（１）～（２９）のいずれかに記載の使用。
（３１）ｎが１または２である、（３０）に記載の使用。
（３２）ｎが１である、（３１）に記載の使用。
（３３）部分：
【化１６０】

がここで表２に示される基Ｂ８、Ｂ３５、Ｂ３６、Ｂ３７、Ｂ３８、Ｂ３９、Ｂ４０、Ｂ
４１、Ｂ４２、Ｂ４３、Ｂ４５、Ｂ４６、Ｂ４８、Ｂ５３、Ｂ５４、Ｂ５５、Ｂ５６、Ｂ
５７、Ｂ５８、Ｂ５９、Ｂ６０、Ｂ６１、Ｂ６２、Ｂ７１、Ｂ７２、Ｂ７４、Ｂ７５、Ｂ
７６、Ｂ７７、Ｂ７８、Ｂ７９、Ｂ８０、Ｂ８１、Ｂ８２、Ｂ８３、Ｂ８５、Ｂ８６、Ｂ
８７、Ｂ９３、Ｂ９４、Ｂ９５、Ｂ９７、Ｂ９８、Ｂ９９、Ｂ１００およびＢ１０１から
選択される、（２０）～（２８）のいずれかに記載の使用。
（３４）式（ＶＩ）の化合物が、
（５－クロロ－２－ヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２
－イル）－メタノン；
（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－フェニル）－（２，３－ジヒドロ－インドー
ル－１－イル）－メタノン；
（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２，４－ジヒドロキシ－５－イソ
プロピル－フェニル）－メタノン；
（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イソイン
ドール－２－イル）－メタノン；
（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（４－ヒドロキシ－３－イソプロピ
ル－フェニル）－メタノン；
（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（５－エチル－２，４－ジヒドロキ
シ－フェニル）－メタノン；
（５－シクロプロピル－２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イソ
インドール－２－イル）－メタノン；
（５－ｓｅｃ－ブチル－２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イソ
インドール－２－イル）－メタノン；
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（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２，４－ジヒドロキシ－フェニル
）－メタノン；
（５－クロロ－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２，４－ジヒドロキ
シ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
［５－（３－アミノ－プロポキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（５－ブロモ－２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イソインドー
ル－２－イル）－メタノン；
（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２，４－ジヒドロキシ－５－トリ
フルオロメチル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－｛４－［２－（２－メトキシ
－エトキシ）－エトキシ］－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル｝メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［４－（２－ジメチルアミノ
－エトキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［４－（３－モルホリン－４
－イル－プロポキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］メタノン；
（３－ｓｅｃ－ブチル－４－ヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イソインド
ール－２－イル）－メタノン；
（５－ｔｅｒｔ－ブチル－２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イ
ソインドール－２－イル）－メタノン；
（５－クロロ－２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－（１，３－ジヒドロ－イソインドー
ル－２－イル）－メタノン；
（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２－ヒドロキシ－５－イソプロピ
ル－４－メトキシ－フェニル）－メタノン；
（４，７－ジフルオロ－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２，４－ジ
ヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－フルオロ－１，３－ジ
ヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（３－フルオロ－２，４－ジヒドロ
キシ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２－フルオロ－４，６－ジヒドロ
キシ－３－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（４－フルオロ－１，３－ジ
ヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン塩酸塩；
（５－クロロ－６－メトキシ－１，３－ジヒドロ－イソ－インドール－２－イル）－（２
，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（２－メトキシ－エト
キシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（３－モルホリン－４
－イル－プロポキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（２－ジメチルアミノ
－エトキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（５－アミノ－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２，４－ジヒドロキ
シ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－メトキシ－１，３－ジ
ヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－モルホリン－４－イル
－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
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２－（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－ベンゾイル）－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－イソインドール－５－カルボン酸メチルエステル；
２－（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－ベンゾイル）－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－イソインドール－５－カルボン酸；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－モルホリン－４－イル
メチル－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
｛３－［２－（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－ベンゾイル）－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソインドール－５－イルオキシ］－プロピル｝－カルバミン酸ｔｅｒｔ－
ブチルエステル；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－メチル－１，３－ジヒ
ドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（２－イソプロピルア
ミノ－エトキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
Ｎ－｛２－［２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－ベンゾイル）－２，３－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソインドール－５－イルオキシ］－エチル｝－２－モルホリン－４－イル－
アセトアミド；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－ヒドロキシ－１
－メチル－ピペリジン－４－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－
メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－｛５－［４－（４－メチル－
ピペラジン－１－イル）－ピペリジン－１－イル］－１，３－ジヒドロ－イソインドール
－２－イル｝－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－ピペラジン－１
－イル－フェニル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（１－ジメチルアミノ－
２－ヒドロキシ－エチル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン
；
ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（２－ジメチルアミノ－１－ヒド
ロキシ－エチル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（ピペラジン－１－カ
ルボニル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン塩酸塩；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イルメチル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［４－（３－モルホリン－４
－イル－プロポキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］メタノン；
［５－（２－アミノ－エトキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－（
２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－ヒドロキシ－１，３－
ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－｛５－［４－（２－ヒドロキ
シ－エチル）－ピペラジン－１－イル］－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル
｝－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－モルホリン－４
－イル－ピペリジン－１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メ
タノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（１－メチル－ピペリ
ジン－４－イルアミノ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－イソプロピル－
ピペラジン－１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－ピペラジン－１－イル
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－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
４－［２－（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－ベンゾイル）－２，３－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソインドール－５－イルアミノ］－ピペリジン－１－カルボン酸ｔｅｒｔ－
ブチルエステル；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（ピペリジン－４－イ
ルアミノ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［４－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［４－（ピペリジン－４－イ
ルアミノ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－ジメチルアミノメチル
－１，３－ジヒドロイソインドール－２－イル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－カルボニル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－｛５－［２－（２，２－ジメ
チル－プロピルアミノ）－エトキシ］－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル｝
－メタノン；
［５－（２－シクロペンチルアミノ－エトキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－
２－イル］－（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－ピペリジン－１－イル
メチル－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－ヒドロキシピペ
リジン－４－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（５－クロロ－２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラジン－
１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］メタノン；
（５－クロロ－６－ヒドロキシ－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－（２
，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（５－クロロ－２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラジン－
１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（２－ジメチルアミノ
－エトキシ）－７－メチル－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン
；
またはその塩、溶媒和物、Ｎ－オキシドもしくは互変異性体である、（１）に記載の使用
。
（３５）前記化合物が、
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（２－ジメチルアミノ
－エトキシ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－ヒドロキシ－１
－メチル－ピペリジン－４－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－
メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イルメチル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（１－メチル－ピペリ
ジン－４－イルアミノ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－ピペラジン－１－イル
－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル）－メタノン；
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（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－（５－ジメチルアミノメチル
－１，３－ジヒドロイソインドール－２－イル）－メタノン；
またはその塩、溶媒和物、Ｎ－オキシドもしくは互変異性体である、（３４）に記載の使
用。
（３６）前記化合物が、
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－ヒドロキシ－１
－メチル－ピペリジン－４－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－
メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（４－メチル－ピペラ
ジン－１－イルメチル）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
（２，４－ジヒドロキシ－５－イソプロピル－フェニル）－［５－（１－メチル－ピペリ
ジン－４－イルアミノ）－１，３－ジヒドロ－イソインドール－２－イル］－メタノン；
またはその塩、溶媒和物もしくは互変異性体を含む、（３５）に記載の使用。
（３７）式（ＶＩ）の化合物が、塩、溶媒和物またはＮ－オキシドの形態である、（１）
～（３６）のいずれかに記載の使用。
（３８）式（ＶＩ）の化合物が、塩または溶媒和物の形態である、（１）～（３６）のい
ずれかに記載の使用。
（３９）前記疼痛が、哺乳類における疾病または病態に関連する疼痛である（１）～（３
８）のいずれかに記載の使用。
（４０）疼痛の治療に用いるための、（１）～（３６）のいずれかに定義される化合物。
（４１）疼痛を患う患者（例えば、ヒトなどの哺乳類）における疼痛の低減または除去に
用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物。
（４２）疼痛を患う患者（例えば、ヒトなどの哺乳類）における疼痛の低減または除去に
用いる薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物の使用。
（４３）痛覚、体性痛、内臓痛、急性疼痛、慢性疼痛、痛覚過敏、異痛症、術後疼痛、知
覚過敏による疼痛、頭痛、炎症性疼痛（リューマチ痛、歯痛、月経痛、および感染痛）、
神経学的疼痛、筋骨格系疼痛、癌性疼痛、および血管痛のうちのいずれか１つ以上の治療
用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物の使用。
（４４）痛覚、体性痛、内臓痛、急性疼痛、慢性疼痛、痛覚過敏、異痛症、術後疼痛、知
覚過敏による疼痛、頭痛、炎症性疼痛（リューマチ痛、歯痛、月経痛、および感染痛）、
神経学的疼痛、筋骨格系疼痛、癌性疼痛、および血管痛のうちのいずれか１つ以上の治療
に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物。
（４５）患者（例えば、ヒトなどの哺乳類）における疼痛の治療方法であって、（１）～
（３８）のいずれかに定義される化合物を治療上有効な量で患者に投与することを含む方
法。
（４６）疼痛を患う患者（例えば、ヒトなどの哺乳類）における疼痛の低減または除去方
法であって、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物を疼痛を低減または除去す
るのに有効な量で患者に投与することを含む方法。
（４７）痛覚、体性痛、内臓痛、急性疼痛、慢性疼痛、痛覚過敏、異痛症、術後疼痛、知
覚過敏による疼痛、頭痛、炎症性疼痛（リューマチ痛、歯痛、月経痛、および感染痛）、
神経学的疼痛、筋骨格系疼痛、癌性疼痛、および血管痛のうちのいずれか１つ以上の治療
方法であって、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物を治療上有効な量で患者
に投与することを含む方法。
（４８）卒中の予防または治療用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれか
に定義される化合物の使用。
（４９）卒中の予防または治療に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義され
る化合物。
（５０）患者（例えば、ヒトなどの哺乳類）における卒中の予防または治療方法であって
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、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物を治療上有効な量で患者に投与するこ
とを含む方法。
（５１）神経保護剤として用いる薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれかに
定義される化合物の使用。
（５２）神経保護剤として用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合
物。
（５３）卒中を患う患者における神経損傷の防止または低減方法であって、（１）～（３
８）のいずれかに定義される化合物を神経保護に有効な量で患者に投与することを含む方
法。
（５４）卒中の危険性がある患者、例えば、血管炎症、アテローム性動脈硬化症、動脈高
血圧、糖尿病、高脂血症、および心房細動から選ばれる１つ以上の危険因子を示す患者に
おける卒中の危険性の防止または低減用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）のい
ずれかに定義される化合物の使用。
（５５）卒中の危険性がある患者、例えば、血管炎症、アテローム性動脈硬化症、動脈高
血圧、糖尿病、高脂血症、および心房細動から選ばれる１つ以上の危険因子を示す患者に
おける卒中の危険性を防止または低減するための、（１）～（３８）のいずれかに定義さ
れる化合物。
（５６）卒中の危険性がある患者、例えば、血管炎症、アテローム性動脈硬化症、動脈高
血圧、糖尿病、高脂血症、および心房細動から選ばれる１つ以上の危険因子を示す患者に
おける卒中の危険性の防止または低減方法であって、（１）～（３８）のいずれかに定義
される化合物を治療上有効な量で患者に投与することを含む方法。
（５７）ｃｄｋ５またはｐ３５により仲介される病態または症状の予防または治療用の薬
剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物の使用。
（５８）ｃｄｋ５またはｐ３５により仲介される病態または症状の予防または治療用の薬
剤を製造するための（１）～（３８）のいずれかに記載の化合物の使用であって、当該病
態または症状がアルツハイマー病、ハンチントン病、またはクロイツフェルト－ヤコブ病
以外である使用。
（５９）ｃｄｋ５またはｐ３５により仲介される病態または症状の予防または治療用の薬
剤を製造するための（１）～（３８）のいずれかに記載の化合物の使用であって、当該病
態または症状が神経変性疾患以外である使用。
（６０）上昇したレベルのｃｄｋ５またはｐ３５を特徴とする病態または症状の予防また
は治療用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）いずれかに定義される化合物の使用
。
（６１）ｃｄｋ５またはｐ３５により仲介される病態または症状の予防または治療に用い
るための化合物であって、当該病態または症状がアルツハイマー病、ハンチントン病、ま
たはクロイツフェルト－ヤコブ病以外である、（１）～（３８）のいずれかに定義される
化合物。
（６２）ｃｄｋ５またはｐ３５により仲介される病態または症状の予防または治療に用い
るための化合物であって、当該病態または症状が神経変性疾患以外である、（１）～（３
８）のいずれかに定義される化合物。
（６３）上昇したレベルのｃｄｋ５またはｐ３５を特徴とする病態または症状の予防また
は治療に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物。
（６４）ｃｄｋ５またはｐ３５により仲介される病態または症状の予防または治療方法で
あって、当該病態または症状がアルツハイマー病、ハンチントン病、またはクロイツフェ
ルト－ヤコブ病以外であり、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物を治療上有
効な量でその必要のある患者に投与することを含む方法。
（６５）ｃｄｋ５またはｐ３５により仲介される病態または症状の予防または治療方法で
あって、当該病態または症状が神経変性疾患以外であり、（１）～（３８）のいずれかに
定義される化合物を治療上有効な量でその必要のある患者に投与することを含む方法。
（６６）上昇したレベルのｃｄｋ５またはｐ３５を特徴とする病態または症状の予防また
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は治療方法であって、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物を治療上有効な量
でその必要のある患者に投与することを含む方法。
（６７）アルツハイマー病、ハンチントン病、またはクロイツフェルト－ヤコブ病以外の
末梢神経障害などの神経障害の予防または治療に用いるための、（１）～（３８）のいず
れかに定義される化合物。
（６８）アルツハイマー病、ハンチントン病、またはクロイツフェルト－ヤコブ病以外の
末梢神経障害などの神経障害の予防または治療用の薬剤を製造するための、（１）～（３
８）のいずれかに定義される化合物の使用。
（６９）アルツハイマー病、ハンチントン病、またはクロイツフェルト－ヤコブ病以外の
末梢神経障害などの神経障害の予防または治療方法であって、（１）～（３８）のいずれ
かに定義される化合物を治療上有効な量でその必要のある患者に投与することを含む方法
。
（７０）前記神経障害が神経変性疾患または症状以外である、（６７）～（６９）のいず
れかに記載の使用のための化合物、使用、または方法。
　（熱帯熱マラリア原虫による病態または症状以外の）真菌性、原虫性、または寄生虫性
の病態または症状の予防または治療用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいず
れかに定義される化合物の使用。
（７１）（熱帯熱マラリア原虫による病態または症状以外の）真菌性、原虫性、または寄
生虫性の病態または症状、例えば、Ｈｓｐ９０に対する抗体反応を特徴とする病態または
症状の予防または治療に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物
。
（７２）（熱帯熱マラリア原虫による病態または症状以外の）真菌性、原虫性、または寄
生虫性の病態または症状、例えば、Ｈｓｐ９０に対する抗体反応を特徴とする病態または
症状の予防または治療方法であって、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物を
その必要のある被験体に投与することを含む方法。
（７３）真菌性の病態または症状、例えば、Ｈｓｐ９０に対する抗体反応を特徴とする病
態または症状の予防または治療に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義され
る化合物。
（７４）真菌性の病態または症状、例えば、Ｈｓｐ９０に対する抗体反応を特徴とする病
態または症状の予防または治療用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれか
に定義される化合物の使用。
（７５）真菌性の病態または症状、例えば、Ｈｓｐ９０に対する抗体反応を特徴とする病
態または症状の予防または治療方法であって、（１）～（３８）のいずれかに定義される
化合物をその必要のある被験体に投与することを含む方法。
（７６）動物（例えば、ヒトなどの哺乳類）の病原菌による感染の防止、阻止、または後
退に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物。
（７７）動物（例えば、ヒトなどの哺乳類）の病原菌による感染の防止、阻止、または後
退のための薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物の使
用。
（７８）動物（例えば、ヒトなどの哺乳類）の病原菌による感染の防止、阻止、または後
退方法であって、（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物をその必要のある被験
体に投与することを含む方法。
（７９）前記で示したいずれかの使用および方法のための、ここで定義される化合物。
（８０）ここで定義される病態または症状のいずれかの予防または治療用の薬剤を製造す
るための、ここで定義される化合物の使用。
（８１）（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物と、抗真菌剤（例えば、アゾー
ル抗真菌剤）である補助化合物との組合せ。
（８２）（１）～（３８）のいずれかに定義される化合物と、抗真菌剤（例えば、アゾー
ル抗真菌剤）である補助化合物とを含む医薬組成物。
（８３）併用投与する抗真菌剤、抗原虫剤、または抗寄生虫剤（好ましくは抗真菌剤）に
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対する耐性の発達の防止または低減に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに定義
される化合物。
（８４）抗真菌剤に対する耐性の発達を防止または低減するための、抗真菌剤、抗原虫剤
、または抗寄生虫剤（好ましくは抗真菌剤）との併用投与用の薬剤を製造するための、（
１）～（３８）のいずれかに定義される化合物の使用。
（８５）患者（例えば、ヒト患者）における抗真菌剤に対する耐性の発達の防止または低
減方法であって、抗真菌剤、抗原虫剤、または抗寄生虫剤（好ましくは抗真菌剤）と（１
）～（３８）のいずれかに定義される化合物との組合せを患者に投与することを含む方法
。
（８６）ウイルス感染（またはウイルス性疾患）の予防または治療に用いるための、（１
）～（３８）のいずれかに記載の化合物。
（８７）ウイルス感染（またはウイルス性疾患）の予防または治療用の薬剤を製造するた
めの、（１）～（３８）のいずれかに記載の化合物の使用。
（８８）ウイルス感染（またはウイルス性疾患）の予防または治療方法であって、（１）
～（３８）のいずれかに記載の化合物をその必要のある被験体に投与することを含む方法
。
（８９）宿主生物（例えば、哺乳類などの動物（例えば、ヒト））におけるウイルス複製
の遮断または阻害に用いるための、（１）～（３８）のいずれかに記載の化合物。
（９０）宿主生物（例えば、哺乳類などの動物（例えば、ヒト））におけるウイルス複製
の遮断または阻害用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）のいずれかに記載の化合
物の使用。
（９１）宿主生物（例えば、哺乳類などの動物（例えば、ヒト））におけるウイルス複製
の遮断または阻害方法であって、（１）～（３８）のいずれかに記載の化合物を宿主生物
に投与することを含む方法。
（９２）アテローム性動脈硬化症の予防または治療のための、（１）～（３８）のいずれ
かに記載の化合物。
（９３）アテローム性動脈硬化症の予防または治療用の薬剤を製造するための、（１）～
（３８）のいずれかに記載の化合物の使用。
（９４）アテローム性動脈硬化症の予防または治療方法であって、（１）～（３８）のい
ずれかに記載の化合物をその必要のある被験体に投与することを含む方法。
（９５）ユーイング肉腫の予防または治療のための、（１）～（３８）のいずれかに記載
の化合物。
（９６）ユーイング肉腫の予防または治療用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）
のいずれかに記載の化合物の使用。
（９７）ユーイング肉腫の予防または治療方法であって、（１）～（３８）のいずれかに
記載の化合物をその必要のある被験体に投与することを含む方法。
（９８）紅斑性狼瘡の予防または治療のための、（１）～（３８）のいずれかに記載の化
合物。
（９９）紅斑性狼瘡の予防または治療用の薬剤を製造するための、（１）～（３８）のい
ずれかに記載の化合物の使用。
（１００）紅斑性狼瘡の予防または治療方法であって、（１）～（３８）のいずれかに記
載の化合物をその必要のある被験体に投与することを含む方法。
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